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次
の
ペ
ー
ジ
は「
６
月
定
例
会
議 

一
般
質
問
」「
７
月
の
委
員
会
活
動
報
告
」

子どもにやさしいまちづくり国民健康保険税の負担軽減／健康保険証のマイナンバーカードへの一本化に係る課題

町政のそこが聞きたい

６月定例会議の一般質問には、５人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

一  般  質  問

令和６年６月定例会議 一般質問

　一般質問は、議員個人が町の事務の執行状況や将来に
対する考え方などを町長などに求め、町が住民のための
適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。
　年４回開催される定例会議（６月、９月、12月、３月）
で一般質問することができます。

菊
き く

池
ち

秀
ひ で

明
あ き

 議員

堀
ほ り

切
き り

　忠
ただし

 議員 渡
わ た

辺
な べ

洋
よ う

一
い ち

郎
ろ う

 議員

１�　令和12年度の保険料水準の完全統一に向けて、町の国保税の推移をどのよ
うに捉えているか？
２�　令和４年、国は未就学児に係る均等割の５割軽減を実施したが、本町として
均等割を廃止、または、さらなる軽減を図る考えは？
３　健康保険証のマイナンバーカードへの一本化に係る課題は？

１�　子どもの権利に関する条例の認知度が高くない現状について、どのように分
析し、今後どのような取組をしていくのか？
２�　子育て支援についての施策情報が一元化されておらず、情報をつかみにくい
との声も聞かれるが、情報発信についての工夫と今後の展望は？

１　景観行政に係るこれまでの取組に対する成果と課題は？
２�　自治体が意図しない民間企業による乱開発等、景観維持に対する本町の課題、
今後の展望は？

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

菊
池　

秀
明

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

堀
切　
　

忠　

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　

渡
辺　

洋
一
郎

１�　平成30年度からの都道府県単位化から６年が経過し、これまでのところ毎
年度余剰金が積み上がり、令和12年度の保険料水準統一化に向けて、被保険
者の急激な負担増を避けつつ、持続可能な制度運営を目指して適切な税率設定
を行ってきたと考えています。
２�　保険税の賦課方法は均等割を含む方式であり、均等割の廃止や対象年齢の引
上げに関する考えはなく、現在の負担と受益のバランスを重視しています。
３�　制度変更に伴う不安や疑問が増加することが予想されます。

１�　町の景観に関する取組は、これまで総合計画の政策や施策に基づいて進めら
れ、平成24年度の芽室町都市計画マスタープランの見直しでは、景観をまち
づくりの重要な要素として位置付け、その後、平成30年度の都市計画マスタ
ープラン見直しでも具体的な課題は明確にならず、理念的な条例制定の必要性
も感じられなかったため、現在まで特に成果が得られていない状況であり、大
きな課題もないと認識しています。
２�　全国的には、景観を乱す開発などの問題が見受けられ、多くの自治体がその
対応に苦労していると考えておりますが、本町では現在のところそのような問
題は発生しておらず、特に課題として認識しておりません。

１�　子どもの権利条例の認知度については、直近５年の住民意識調査の結果から
約半数の方々が認識している状況と捉えています。
　�　条例の趣旨や概要を中心としながら、様々な機会を捉えて、継続した啓発と
理解促進に努めていく必要があると認識しております。
２�　今後は、一元化した情報媒体の周知やホームページの検索性向上、QRコー
ドの活用などの工夫を検討しており、さらにデジタルトランスフォーメーショ
ン（DX）推進の一環として、母子手帳アプリの早期導入に向けた検討も進めて
います。

　

今
回
の
一
般
質
問
で
は
、

本
町
に
お
け
る
景
観
条
例
制

定
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、

現
状
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
本
町
の
景
観
に
お
け
る
課

題
も
交
え
て
今
後
の
展
望
を

質
問
し
ま
し
た
。
本
町
に
お

け
る
景
観
行
政
に
お
い
て
は

今
ま
で
の
取
組
の
経
緯
と
具

体
的
な
成
果
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
景
観
に

お
け
る
住
民
意
識
が
非
常
に

高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
課

題
が
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い

実
態
を
踏
ま
え
、
景
観
に
満

足
し
て
い
な
い
住
民
の
意
見

等
を
調
査
す
る
な
ど
課
題
の

明
確
化
を
行
い
、
よ
り
高
い

精
度
の
成
果
が
出
せ
る
よ
う

に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
現
時
点
で
確
認

で
き
て
い
る
民
間
企
業
の
土

地
買
収
と
利
用
の
実
態
を
認

識
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
本
町

と
し
て
も
実
態
把
握
に
努
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
最
終

的
に
本
町
に
お
け
る
景
観
の

取
組
に
お
い
て
は
、
規
制
ま

で
は
行
か
な
く
と
も
理
念
に

関
す
る
条
例
は
今
後
必
要
で

は
な
い
の
か
と
進
言
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
お
持
ち
で
す
か
？
』と
病

院
や
薬
局
で
言
わ
れ
る
が
、

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
対
す
る
不

信
感
が
あ
り
、
作
っ
て
い
な

い
の
で
、
い
つ
も
嫌
な
気
分

に
な
る
」と
町
民
の
方
か
ら

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

作
成
は
任
意
で
す
。
政
府
は
、

健
康
保
険
証
と
一
体
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
取
得
率
を
上
げ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
国
民
の
約

2
割
が
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
持

た
ず
、
健
康
保
険
証
と
紐
づ

け
し
て
い
る
人
は
国
民
の
約

６
割
で
す
。
国
に
対
し
、「
現

行
の
保
険
証
を
残
し
て
！
」

と
求
め
る
と
と
も
に
、
町
に

対
し
て
は
、
現
行
の
保
険
証

は
、
12
月
２
日
以
降
も
最
長

１
年
間
は
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保

有
し
て
い
な
い
方
に
は
、「
資

格
確
認
書
」が
交
付
さ
れ
る

こ
と
を
周
知
す
る
等
、
不
安

に
思
っ
て
い
る
方
に
寄
り
添

っ
た
対
応
を
求
め
ま
す
。

　

子
ど
も
が
一
人
の
人
間
と

し
て
個
性
が
認
め
ら
れ
、
健

や
か
に
育
つ
環
境
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
い
ま
の
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
て
町
の
施
策
も

さ
ま
ざ
ま
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
今
回
質

問
し
ま
し
た
。

　

質
問
の
中
で
は
、
学
校
給

食
費
助
成
や
出
産
祝
い
、
ラ

ン
ド
セ
ル
購
入
助
成
制
度
の

創
設
、
授
乳
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
、
通
学
路
の
交
通
安
全
対

策
、
交
通
公
園
の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
提
案
も
し
ま
し
た
。

　

年
間
約
１
０
０
人
の
出
生

数
と
な
っ
た
本
町
に
お
い
て
、

「
子
育
て
」に
や
さ
し
い
町
も

大
切
で
す
が
、
何
よ
り
も「
子

ど
も
」に
や
さ
し
い
町
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
私
た
ち
大
人
が

で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、

こ
れ
か
ら
も
日
々
考
え
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

手島 町長手島 町長

手島 町長

景 観 条 例 制 定 に 向 け た 展 望



正
ま さ

村
む ら

紀
き

美
み

子
こ

 議員

木
き

村
む ら

淳
あ つ

彦
ひ こ

 議員

１　重点課題の総体的な評価と主な成果や課題は？
２　政策の推進に当たり、町民との対話は十分であったのか？
３　公約の事業転換は？

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　

正
村　

紀
美
子

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

木
村　

淳
彦

１　まずは安定した経営と医療の提供体制を作ることを優先します。
２　公立病院は独立採算制が基本原則という考え方を今後も維持していきます。

１�　２期目の７つの分野、全66項目の公約に対しては、未着手の項目はないと考えて
います。今後の課題としては、ビジョンの具体化や物価高騰が町民生活に与える影響
を考慮し、持続可能な町づくりに向けた政策連携が必要と考えています。

２�　新型コロナウイルス感染症の影響で対面実施が難しい時期があったものの、関連団
体との意見交換や一般町民の参加機会を設け、オンライン手法も活用しつつ、私自身
の出席機会もできるだけ多くするよう調整・工夫を重ねながら対話を進めてきたと考
えております。

３�　財源確保が困難な状況にあることを認識しており、社会情勢に応じて見直す柔軟な
対応が必要であると考えております。

　

公
立
芽
室
病
院
は
全
面
改

築
か
ら
35
年
が
経
ち
、
だ
い

ぶ
古
く
な
っ
て
い
ま
す
。
長

寿
命
化
し
た
場
合
の
費
用
が

約
30
億
円
と
の
こ
と
で
す
が
、

医
療
ニ
ー
ズ
の
検
討
、
多
額

の
財
源
な
ど
の
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
現
時
点
で
は
具
体

的
な
こ
と
は
な
に
も
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

芽
室
病
院
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
が
始
ま
る
前
は
赤
字
決
算

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
２
年
度
か
ら
は
４
期
連
続

で
黒
字
決
算
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
要
因
は
、
コ
ロ
ナ

用
病
床
を
確
保
す
る
た
め
に

国
か
ら
の
補
助
金
支
給
が
あ

っ
た
た
め
で
す
。
コ
ロ
ナ
が

感
染
法
で
５
類
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
補
助
金
は
終
了
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
期
間
に
実
施
し
た

経
営
改
善
策
や
人
材
育
成
が
、

今
後
の
経
営
安
定
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

団
塊
世
代
の
ジ
ュ
ニ
ア

が
高
齢
化
し
、
今
後
さ
ま

ざ
ま
な
子
育
て
支
援
策
を

講
じ
合
計
特
殊
出
生
率
が

上
が
っ
た
と
し
て
も
、
日

本
の
人
口
減
少
は
確
実
で
、

本
町
も
同
様
と
考
え
ま
す
。

　

同
様
に
町
の
財
政
状
況

も
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま

す
。

　

今
こ
そ
行
政
投
資
の
見

直
し
、
身
の
丈
に
あ
っ
た

行
政
運
営
が
必
要
な
時
期

と
考
え
ま
す
。

　

近
々
に
起
こ
り
う
る
災

害
対
策
で
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
益
々
高
齢
化
が
進
む

中
で
の
福
祉
政
策
、
財
源

を
生
む
経
済
政
策
な
ど
優

先
順
位
を
捉
え
た
行
政
投

資
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。

　

今
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、

町
民
が
安
心
し
て
楽
し
く
、

活
き
活
き
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
、
無
駄
の
な
い
過

剰
な
行
政
投
資
を
点
検
す

る
こ
と
、
町
の
有
意
義
な

政
策
、
事
業
を
、
適
時
、

的
確
に
町
民
に
伝
え
る
よ

う
、
町
長
と
の
共
有
を
図

り
ま
し
た
。

「公立芽室病院経営強化プラン」の実現に向けた今後の展望

町 長 公 約 の 進 捗 状 況

次
の
ペ
ー
ジ
は「
定
例
会
議
」「
補
正
予
算
」「
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
」

次
の
ペ
ー
ジ
は「
８
月
臨
時
会
議
」「
８
月
補
正
予
算
」「
議
員
賛
否
」「
議
会
白
書
」「
９
月
定
例
会
議
の
案
内
」「
表
紙
の
写
真
」「
編
集
後
記
」

７月 の委員会活動報告
（委員が執筆しています！）

　

今
年
度
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

で
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
体

制
の
構
築
」を
テ
ー
マ
に
、
災
害
時
に

お
け
る
障
害
者
に
配
慮
し
た
福
祉
避

難
所
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
7
月
18
日
〜
19
日
に

宮
城
県
美
里
町
と
山
元
町
を
訪
問
し
、

各
自
治
体
の
取
組
を
学
び
ま
し
た
。

　

美
里
町
で
は
、
個
別
避
難
計
画
の

策
定
を
完
了
し
、
福
祉
事
業
所
と
町

が
日
常
的
に
情
報
共
有
を
行
う
な
ど
、

平
時
か
ら
の
連
携
を
重
視
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
福
祉
避
難
所
の
運
営
・

設
置
に
関
す
る
要
項
を
定
め
る
な
ど

計
画
的
に
事
業
推
進
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
防
災
担
当
課
と
福
祉
担
当
課

が
協
力
し
、
体
制
強
化
と
改
善
を
図

り
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

山
元
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

　

今
年
度
、
総
務
経
済
常
任
委
員
会

で
は
、「
芽
室
町
ま
ち
な
か
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
の
あ
り
方
」に
つ
い
て
、
町
が「
ビ
ジ

ョ
ン
」に
基
づ
き
事
業
を
推
進
す
る
中
で
、

中
心
市
街
地
の
人
の
流
れ
を
創
出
す

る
こ
と
を
特
に
重
要
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

７
月
８
日
〜
10
日
に
優
良
事
例
を
実

践
し
て
い
る
自
治
体
等
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

秋
田
県
大
仙
市
は
、
ま
ち
な
か
へ
都

市
機
能
の
集
約
、
地
元
商
店
主
の
新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
る
賑
わ
い
創
出

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

五
城
目
町
・
五
城
目
町
地
域
活
性

化
支
援
セ
ン
タ
ー（
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｅ
）は
、
廃
校
を
活
用
し
た
起
業

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
を
実
施
す

る
事
業
者
を
支
援
し
て
い
ま
し
た
。

経
験
か
ら
特
別
支
援
学
校
や
福
祉
施

設
と
協
定
を
結
び
、
町
内
３
箇
所
で

障
害
者
に
配
慮
し
た
福
祉
避
難
所
の

開
設
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
個
別
避
難
計
画
策
定
に
向
け
、
行

政
区
や
地
域
防
災
組
織
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
等
と
連
携
し
、
取
組
を
進
行
中

で
す
が
、
個
別
避
難
計
画
策
定
に
お
い

て
課
題
と
な
る
支
援
者
不
足
に
つ
い
て

は「
複
数
体
制
な
ら
協
力
し
や
す
い
」と

い
う
住
民
の
声
を
参
考
に
、
山
元
町
に

必
要
な
災
害
時
の
支
援
体
制
構
築
に

取
り
組
み
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、
今
回
の
先
進
事
務

調
査
で
得
た
成
果
を
活
か
し
、
芽
室
町

に
必
要
な「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防

災
体
制
の
構
築
」に
向
け
た
研
究
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

　

青
森
県
八
戸
市
は
、
商
業
施
設
の

跡
地
利
用
で
、
市
に
よ
る
八
戸
ポ
ー
タ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
は
っ
ち
」や
ま
ち
な

か
広
場「
マ
チ
ニ
ワ
」な
ど
の
整
備
と
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス

の
集
客
拠
点
の
整
備
、
官
民
連
携
し

た
花
小
路
整
備
や
横
丁
の
活
性
化
事

業
な
ど
、
空
き
店
舗
減
少
へ
の
取
組
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
度「
芽
室

町
ま
ち
な
か
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」が
策
定

さ
れ
、
新
た
な
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
の
あ

り
方
や
具
体
的
な
事
業
推
進
な
ど
、

委
員
会
と
し
て
今
後
も
調
査
・
研
究

を
進
め
て
い
く
必
要
性
を
確
認
し
ま
し

た
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
視
察
調
査

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
視
察
調
査
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１　病院施設の整備方針と財産活用は？
２　一般会計からの繰出金の考え方は？

手島 町長

手島 町長
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随時
更新中

引
き
続
き
熱
中
症
対

策
等
体
調
管
理
に
は

留
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
暦

の
上
で
は
「
大
暑
」
か
ら
「
立
秋
」
と

な
り
ま
し
た
が
、
長
期
予
報
で
は
今
年

も
気
温
は
全
国
的
平
年
よ
り
高
く
、
厳

し
い
暑
さ
と
な
り
残
暑
が
続
く
よ
う
で
す
。

か
く
農
産
物
の
豊
穣

を
願
っ
て
、
芽
室
の

お
い
し
い
も
の
を
食

べ
ま
く
り
ま
す
。

■
十
年
に
一
度
の
猛
暑
と
言
わ
れ
る
今

年
も
熱
風
の
夏
で
す
。
で
も
、
や
っ
ぱ

り
夏
は
暑
く
、
晴
れ
た
日
が
い
い
と
思

い
ま
す
。
海
に
山
に
、
ひ
と
時
の
束
の
間
、

夏
満
喫
を
味
わ
い
ま
し
た
。
後
は
し
っ

か
り
と
町
政
の
勉
強
で
す
か
な
。
と
に

団体や多数で傍聴を希望される方は、資料準備のため事前
に議会事務局までご連絡ください。（0155-62-9731）

９月定例会議のご案内

   3日　　９：３０～　　初　　日
18日　　９：３０～　　一般質問
19日　　９：３０～　　一般質問
25日　　９：３０～　　最  終  日

議会傍聴で芽室の未来が見える！

イ ン タ ー ネ ッ ト
中 継 は コ チ ラ か
ら視聴できます。

（過去の録画もあ
ります）

表
紙
写
真

　

第
44
回
全
町
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参

加
し
、
神
妙
な
面
持

ち
で
ゲ
ー
ム
に
対
応

す
る
低
学
年
小
学
生

で
す
。

　

正
に
芽
室
町
で
考

案
し
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
創
始
者
の
思
い
の

象
徴
で
す
。

編
集

後
記

■
北
海
道
の
短
い
夏
が
最
盛
期
を
迎
え
、

暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
町
民
の
み
な

さ
ま
も
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
９
月
３
日
か
ら
９
月
定
例

会
議
が
始
ま
り
ま
す
。
町
の
予
算
の
執

行
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
、
ま
た
み
な

さ
ん
の
暮
ら
し
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た

か
な
ど
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
決

算
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
も
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
。

渡辺洋一郎 常通直人
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　議会白書とは、町民の皆さんに議会の活動を公表し、情報を共有することにより、議会活動の活性化を図っています。議会白書

木村淳彦

８月臨時会議　○ … 賛成、　× … 反対、　－ … 議長のため採決には加わりません　欠 … 欠席、　遅 … 遅参　除…地方自治法第117条の規定による除斥審議した議案と各議員の賛否

種　
　

類

議　員　名

議　案　名

菊
池　

秀
明

伊
藤　
　

稔

木
村　

淳
彦

小
笠
原　

等

中
田
智
惠
子

橋
本　

和
仁

堀
切　
　

忠

渡
辺
洋
一
郎

立
川　

美
穂

早
苗
　
　
豊

中
村　

和
宏

正
村
紀
美
子

常
通　

直
人

西
尾　

一
則

鈴
木　

健
充

梶
澤　

幸
治

審
査
結
果

議　

決　

日
行政�
報告 行政報告 採決はありません

8/1報告 専決処分について報告の件 採決はありません 受理
議案 令和６年度芽室町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

会議名
日時 休憩

時間
実質
時間 議　件 傍聴

人数
ネット中継
アクセス数会議時間

常 任 委 員 会 総 務 経 済 第4回 7月22日 0:04 0:06 １．先進地事務調査報告書について 0 2 13:30～13:40

議 会 運 営 委 員 会

第7回 7月4日 0:03 0:11 １．議会だより７月号の編集について 
２．議会だより８月号の編集企画案について　他 1 1 13:30～13:44

第8回 7月16日 0:30 0:45 １．議員定数と報酬の見直しについて 
２．政務活動費の導入について　他 1 6 9:30～10:45

第9回
7月23日

0:01 0:18
１．�令和６年芽室町議会定例会８月臨時会議の運営

について
２．令和５年度議会費決算について　他

1 2 9:30～9:49

編 集 企 画 会 議 第3回 7月23日 0:00 0:15 １．議会だより８月号の編集について 
２．議会だより９月号の編集企画について ※11:45～12:00

小計 2:13 0:38 1:35 計3 平均2.8

北 海 道 町 村 議 会 議 員 研 修 会

7月2日

0:20 3:10

講師①：気象予報士　森朗氏 
　　　　「札幌が東京より暑くなる !? 加速する気候変動」 
講師②：元衆議院議長　大島　理森氏 
　　　　「�人口減少と市町村の重要性・民主主義に

ついて自省を含めての所感」

※13:30～16:30

議 員 視 察 研 修 7月3日 0:00 2:00 登別市議会視察 
「情報公開機能・広報公聴機能の効果と展望について」 ※9:30～11:30

総務経済常任委員会先進地事務調査 7月8日 
～10日 0:00 4:30 秋田県大仙市、五城目町、青森県八戸市 

「中心市街地活性化の取組に関する調査」他 ※

厚生文教常任委員会先進地事務調査 7月18日
～19日 0:00 4:00 宮城県美里町、山元町 

「誰一人取り残さない防災体制の構築」 ※

小計 14:00 0:20 13:40
合計 16:13 0:58 15:15 計3 平均2.8

ネット中継アクセス数　　（　） 同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示　※インターネット中継を実施しなかった会議

　

８
月
１
日
に
開
催
し
た
臨
時

会
議
で
は
、
行
政
報
告
１
件
、

専
決
処
分
の
報
告
１
件
を
受
理

し
、
町
か
ら
提
案
さ
れ
た
補
正

予
算
１
件
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

８月
臨時会議８月

補正予算
原
案
の
と
お
り

可
決

全国高等学校野球大会出場報償を
含む補正予算案を可決

●一般会計
項 目 補　正　額 主  な  事  業
総 務 費 38万円 町長・副町長秘書事務
商 工 費 545万9千円 新嵐山スカイパーク運営支援事業
教 育 費 1,242万5千円 大学等就学支援事業、各種大会出場支援事業
予 備 費 △820万3千円
合 計 1,006万1千円


